
農
業

の
楽

し
さ

知
っ

て
い

ま
す

か
？

…
2～

5
ア

ン
ニ

ョ
ン

琴
浦

（
最

終
回

）
…

…
…

…
9

A
LT

ニ
ュ

ー
ス

レ
タ

ー
…

…
…

…
…

…
11

ス
ポ

ー
ツ

…
…

…
…

…
…

…
…

…
12～

13
県

知
事

・
県

議
会

議
員

選
挙

…
…

…
…

15
町

営
バ

ス
ダ

イ
ヤ

改
正

…
…

…
…

…
…

16
手

話
・

農
漁

ジ
キ

伝
レ

シ
ピ

…
…

…
…

26

co
n

te
n

ts
ー
主
な
内
容
ー

3
N

o
.1

2
7　

2
0

1
5

.3
.1

お
雛
さ
ま
勢
ぞ
ろ
い

　
桃

の
節

句
に

あ
わ

せ
、

５
年

前
か

ら
、

所
蔵

す
る

雛
人

形
を

展
示

・
公

開
し

て
い

る
岸

本
貞

治
さ

ん
（

南
出

上
）

宅
で

は
、

今
年

も
３

月
22日

（
日

）
ま

で
一

般
公

開
を

行
っ

て
い

ま
す

。
　

宅
内

い
っ

ぱ
い

に
飾

ら
れ

た
雛

人
形

の
中

に
は

、
お

よ
そ

150年
前

の
人

形
や

珍
し

い
押

し
雛

も
展

示
さ

れ
、

来
訪

者
の

目
を

楽
し

ま
せ

て
い

ま
す

。



●
農
業
に
対
す
る
知
識
、
技
術
等
の
習
得

●
会
員
同
士
の
親
睦
と
交
流
、
地
域
の
方
と
の
交
流

●
水
稲
、
野
菜
、
果
樹
、
畜
産
な
ど
、
様
々
な
分
野
の
農
業
青
年

●
協
同
作
業
に
よ
る
作
物
の
栽
培
研
修
（
栽
培
・
収
穫
・
販
売
）

●
農
業
祭
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
、
消
費
者
と
の
交
流

●
県
外
視
察
研
修
、
メ
ン
バ
ー
の
仕
事
場
見
学
（
研
修
） 

な
ど

　農業青年会議では、年度初めに
年間行事を取り決め、琴浦町役場
農林水産課、東伯農業改良普及所の方
の助言もいただきながら活動を進めて
います。

　様々な活動を通し、メンバー間の親交を深
めたり、自己の研鑚を積んだりしています。

　メンバー一人ひとりが目標・目的を持って
参加し、その達成のためにみんなで協力し
　合うことで、この会はもとより、琴浦町
　の農業、ひいては鳥取県の農業を盛り
　　　上げていきたいと考えています。

平成26年度会長　真山健太郎さん

■
メ
ン
バ
ー
（
会
員
）

■
活
　
動

■
目
　
的

琴
浦
町
農
業
青
年
会
議
と
は
？

「琴浦町農業青年会議」をご存知ですか？
　農業青年会議は、琴浦町の未来の農業を担う若者で構成される団体です。
　いま日本の農業は、全国的に「農業離れ」が懸念されており、就農者の確保が課題となって
います。皆さんは、「農業」にどのようなイメージがあるでしょうか？
　生き生きと活動されている農業青年会議の活動を通して、農業の楽しさを考えてみましょう。

農業青年会議メンバーが栽培したひまわり畑

「農業の楽しさ」知っていますか？

～琴浦町農業青年会議の活動を通して～
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ま
た
、
ひ
ま
わ
り
畑
に
誰
で
も

気
軽
に
訪
れ
て
も
ら
え
る
よ
う
看

板
を
設
置
し
、
メ
ン
バ
ー
の
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
の
交
流
手
段
）
な
ど
で
宣
伝
活

動
を
行
っ
た
結
果
、
町
内
外
か
ら

予
想
以
上
の
方
が
足
を
運
ん
で
下

さ
い
ま
し
た
。

　

周
り
が
田
ん
ぼ
に
囲
ま
れ
た
中

に
出
現
す
る
見
ご
た
え
の
あ
る
ひ

ま
わ
り
畑
は
、今
後
も
継
続
し
て
、

た
く
さ
ん
の
方
々
に
楽
し
ん
で
も

ら
え
る
場
所
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

景
観
活
動
、
地
域
交
流
の
一
環

と
し
て
農
用
地
を
活
用
し
、
ひ
ま

わ
り
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。

　

昨
年
は
子
ど
も
た
ち
に
農
業
に

興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
と
の

思
い
か
ら
、
安
田
保
育
園
の
園
児

と
一
緒
に
種
ま
き
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
満
開
の
ひ
ま
わ
り
畑

に
簡
単
な
迷
路
を
作
り
、
園
児
た

ち
に
遊
び
に
来
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ど
協
同
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

農
業
青
年
会
議
は
、
水
稲
だ
け

で
な
く
果
樹
、
畜
産
な
ど
様
々
な

分
野
で
働
く
若
者
の
集
ま
り
で

す
。
メ
ン
バ
ー
の
大
半
は
、
米
栽

培
に
つ
い
て
の
経
験
が
浅
く
、
ま

た
、
大
人
数
で
の
作
業
は
楽
な
こ

と
だ
け
で
は
な
く
、
難
し
い
部
分

も
あ
り
ま
す
が
、
意
見
を
出
し

合
っ
た
り
、
時
に
は
地
域
の
方
に

助
言
を
い
た
だ
い
た
り
し
な
が
ら

進
め
て
い
ま
す
。

　

質
の
良
い
米
を
収
穫
す
る
に
は

手
間
暇
が
か
か
り
、
大
変
さ
を
実

感
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
仲
間

と
と
も
に
悩
み
、
汗
を
か
く
こ
と

で
、そ
こ
に
楽
し
さ
や
や
り
が
い
、

達
成
感
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

収
穫
し
た
米
の
販
売
で
得
た
収

入
は
、活
動
費
に
当
て
て
い
ま
す
。

農
業
青
年
会
議
っ
て
何
を
し
て
い
る
の
？

　
農
業
青
年
会
議
の
活
動
の
一
部
を
、
メ
ン
バ
ー
に

紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

汗
を
か
く
楽
し
さ
、

や
り
が
い
を
感
じ
る

　

４
つ
の
圃
場(

約
80
ａ)

で
飼

料
米
な
ど
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
仕
事
を
持
っ
た
メ
ン

バ
ー
全
員
で
、
年
間
を
通
し
て
、

田
植
え
や
水
量
調
整
、
草
刈
り
な

米
　
栽
　
培

たっのしぃー

ひ
ま
わ
り
畑

うまく
できたね

農業青年会議
のお兄さん
教えてくれて
ありがとう

子
ど
も
た
ち
に

農
業
の
楽
し
さ
を

伝
え
た
い

　

そ
こ
に
は
笑
顔
で
走
り
回
る
た

く
さ
ん
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

自
分
が
ま
い
た
種
か
ら
き
れ
い

な
花
が
咲
い
た
体
験
な
ど
を
通
し

て
、
子
ど
も
た
ち
が
花
や
作
物
を

育
て
る
こ
と
に
興
味
を
持
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

力を合わせて

よっこらしょ !
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琴
浦
町
農
業
委
員
会
の
方
々
と

毎
年
１
回
、
意
見
交
換
会
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

農
業
委
員
の
中
に
は
、
元
農
業

青
年
会
議
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た

方
も
お
ら
れ
ま
す
。
そ
う
い
っ
た

長
年
農
業
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た

方
々
と
、
日
ご
ろ
の
営
農
で
の
困

り
ご
と
に
つ
い
て
の
相
談
や
、
今

後
の
農
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て

な
ど
、
意
見
交
換
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

農
業
振
興
Ｐ
Ｒ
・
消
費
拡
大
の

一
環
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
、
消
費
者
の
方
と
交
流
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
が
、
２
年
に
一
度
、

Ｊ
Ａ
鳥
取
中
央
赤
碕
支
所
で
開
催

さ
れ
る
農
業
祭
。
町
内
産
餅
米
を

使
っ
た
餅
つ
き
の
実
演
、
餅
の
販

売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
も
餅
つ
き
体
験

を
し
て
も
ら
い
、
つ
き
た
て
の
餅

は
、
来
場
者
の
方
に
そ
の
場
で
販

売
し
て
い
ま
す
。

おいしくなれと

念を込めて

｢

お
い
し
い｣

と
い
う
言
葉
に

喜
び
を
感
じ
て

　

過
去
に
は
自
分
た
ち
が
栽
培
、

収
穫
し
た
餅
米
を
使
っ
て
作
っ
た

餅
を
販
売
し
ま
し
た
。

　
「
あ
の
時
の
餅
、
お
い
し
か
っ

た
よ
」
と
後
日
、
声
を
か
け
て
い

た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
自
分
た
ち
の
存
在
を
覚
え
て

い
て
く
だ
さ
る
の
は
嬉
し
い
こ
と

で
す
し
、
生
産
者
と
消
費
者
が
つ

な
が
る
こ
と
は
大
事
な
こ
と
だ
と

改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
餅
米
や
サ
ツ
マ
イ
モ
な

ど
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い

た
だ
け
る
も
の
の
栽
培
も
検
討
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

農
業
青
年
会
議
が

農
業
を
始
め
る
き
っ
か
け
に

　

毎
年
、
県
外
視
察
研
修
を
行
っ

て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
が
普
段
携

わ
っ
て
い
る
、
あ
る
い
は
興
味
が

あ
る
分
野
の
先
進
地
の
企
業
や
グ

ル
ー
プ
を
訪
問
し
、
そ
の
取
り
組

み
や
経
営
手
法
な
ど
を
学
び
ま
す
。

　
「
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
」と
い

う
と
お
り
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か

ら
農
業
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
有

意
義
な
活
動
と
な
っ
て
い
ま
す
。

県
外
視
察
研
修
・

メ
ン
バ
ー
の
仕
事
場
見
学

農
業
委
員
会
と
の

意
見
交
換
会

農
業
祭
出
店

モチ

モチ

おいしくなぁ～れ

　　　ぺったんこ

県外視察は

親睦を深める

ことも目的の1つ

　

先
進
地
で
な
く
て
も
、身
近
な
と

こ
ろ
か
ら
学
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
が
普
段
ど
の
よ
う
な

仕
事
に
携
わ
っ
て
い
る
の
か
を
知

る
た
め
、
メ
ン
バ
ー
の
仕
事
場
見

学
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ひ
と
え
に
農
業
と
言
っ
て
も

様
々
な
分
野
が
あ
り
、
自
ら
が
携

わ
っ
て
い
る
こ
と
以
外
は
無
知
の

場
合
も
多
い
た
め
、
仲
間
の
現
場

を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
は
大

変
興
味
深
く
、
同
じ
メ
ン
バ
ー
で

あ
る
以
前
に
、
同
じ
農
業
者
と
し

て
勉
強
に
な
る
こ
と
も
多
く
あ
り

ま
す
。
あ
る
会
社
勤
務
の
メ
ン

バ
ー
は
、
農
業
青
年
会
議
に
入
っ

た
の
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
本
格

的
に
農
業
を
始
め
よ
う
と
考
え
る

よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

今
後
は
各
農
家
が
増
収
や
業
務

効
率
化
を
目
指
し
た
経
営
分
析
の

勉
強
会
実
施
、小
中
学
生
に
体
験
学

習
の
場
を
提
供
す
る
と
い
っ
た
取

り
組
み
な
ど
、よ
り
活
動
の
幅
を
広

げ
て
い
く
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。
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｢

や
は
り
和
牛
は
美
味
し
い
！
」

盛
山
裕
彰
（
39
）

和
牛
繁
殖
・
芝

｢

自
分
を
成
長
、
育
て
る
場
所
」

橋
本
靖
雄
（
43
）

水
稲
（
会
社
員
）

｢

力
仕
事
が
得
意
で
す
!!｣ 

語
堂
正
範
（
36
）

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
・
芝

｢

走
る
酪
農
青
年｣ 

山
形
哲
也
（
35
）

酪
農

｢

農
業
に
つ
い
て
学
ぶ
場
。
新
し
い
考
え
方
、
見
方
、

視
野
を
広
げ
ら
れ
る
場｣

中
本
一
也
（
30
）

梨
（
会
社
員
）

｢

時
に
は
熱
く
、
時
に
は
楽
し
く
語
り
合
う
」

高
力
政
寿
（
42
）

和
牛
肥
育
・
繁
殖
（
会
社
員
）

｢

毎
年
毎
年
の
米
作
り
が
楽
し
み
で
す
」

北
村
裕
寿
（
36
）

米
・
ネ
ギ
・
小
麦
（
会
社
役
員
）

就
農
３
年
目
。 ｢

仲
間
！
飲
み
仲
間
（
笑
）」

生
越
彰
拡
（
36
）

椎
茸
・
ト
マ
ト
・
ナ
ス

｢

メ
ン
バ
ー
み
ん
な
が
先
生
で
す
。

ま
あ
学
校
っ
て
こ
と
で
す
か
ね
…
」

渡
辺
知
則
（
34
）

米
・
芝
（
会
社
員
）

｢

何
か
と
相
談
で
き
る
同
世
代
が
い
て
心
強
い
で
す
」

真
山
一
郎
（
41
）

和
牛
肥
育

｢
歳
な
ど
関
係
な
く
良
い
人
間
関
係
を
築
け
る
場｣

真
山
健
太
郎
（
30
）【
会
長
】

酪
農

｢

同
じ
年
代
の
農
業
者
と
忌い

憚た
ん

な
く
語
り
合
え
る
場｣

前
田
知
也
（
42
）【
副
会
長
】

イ
チ
ゴ
・
メ
ロ
ン
・
米

｢

色
々
と
学
ば
せ
て
頂
く
こ
と
が
あ
り
、

共
に
高
め
合
え
る
仲
間
で
す｣

川
本
潤
一
郎
（
34
）

酪
農

就
農
目
指
し
只
今
勉
強
中 ｢

熱
心
な
皆
さ
ん
か
ら

学
ぶ
こ
と
が
多
く
、
楽
し
い
場
所
で
す
」

大
石
陽
一
郎
（
37
）

梨
・
り
ん
ご
（
公
務
員
）

東
京
か
ら
の
Ｉ
タ
ー
ン
。
就
農
10
年
目
。

｢

活
動
を
通
じ
て
会
員
の
み
ん
な
と
親
睦
を

深
め
て
い
き
た
い
で
す
」

熊
崎　

隆
（
40
）

梨

個性豊かなメンバーを紹介します！
「農業青年会議で、仲間とともに作業をしたり、
学んだり、酒を飲んで語り合ったり、悩みを出し合っ

たりする中で『生涯の友』ができた。
それが一番の財産だ」というメンバーたち。
この会は、農業をしている方はもちろん、

していなくても農業に興味のある方も加入できます。

会員募集中です!!
興味のある方はご連絡ください。

メンバー紹介!

問合せ先　農林水産課　 　55-7802
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①目　　的
　高齢者がいつまでも自宅や地域で暮らせる町づ
くりを目指し、町内の高齢者の生活・健康実態や
地域の課題などを明らかにし、町の介護予防事業
や第６期介護保険事業計画へ反映させる。
②調査対象

　町内在住の65歳以上で以下の者全員。※26年
度末で65歳に達する人も含む。
（ア） 要支援・要介護認定を受けていない人

（5,225人）……以下、一般高齢者という
（イ） 要支援認定を受けている人（236人）

……以下、要支援認定者という
③調査方法

アンケート方式
④調査時期

平成26年６月25日～７月９日
⑤有効回収率

92.2％

①介護予防について
・ 一般高齢者の３割が今のまま何もしないと要

介護状態になる恐れがある
・ 「運動機能低下リスク」と「もの忘れリスク」
が全国平均値を上回っている

・ １日の水分摂取量が多い人は、認知症状が出
にくい（1日1.5Lの水分摂取が必要です）

・ １日の歯みがき回数が３回の人は、認知症状
が出にくい（しっかり噛んで飲み込める歯と
口を保ちましょう）

②友人・地域とのつながりについて
・ 要支援認定者の４割が友人・知人と会う機会

が少なく孤立傾向である
・ 要支援認定者は一般高齢者よりも地域の集ま

り（公民館の行事や高齢者クラブなど）に顔
を出す機会が少ない

③生活の困りごとと地域の支え合いについて
・ 災害時や急病などの緊急時に助けを求められ

る人がいないことについて、少ないながらも
一定程度の人が不安を抱いている

・ 一般高齢者の一人暮らし世帯の３割、要支援
認定者の一人暮らし世帯の１割に、普段の生
活に見守り（家族・親戚、近所の方等による
声かけ、様子伺い）がない

④介護について
・ 一般高齢者、要支援認定者の６割が要介護状

態になっても自宅で暮らしたいと願っている
・ 要支援認定者で訪問介護を利用している人の

８割は「掃除」を目的に利用し、次いで「買
い物」が多い

・ 要支援認定者で通所介護を利用している人の
５割以上が「他者との交流」「リハビリ」を
目的に利用している

● 琴浦町の高齢者は「運動機能低下」と「もの
忘れ」の２つのリスクが高いため、今の介護
予防事業を全体的に見直し、また、町民の介
護予防への意識が高まるよう普及啓発に一層
取り組んでいきます。

● 『介護が必要になっても自宅で暮らし続けた
い』という願いを大切に、いつまでも自宅・地域
で安心して暮らせる町づくりを目指し、在宅生
活を支えるサービスの充実や地域での支え合
いの力を高める取り組みを推進していきます。

今回の調査結果を「詳しく聞きたい」「部落の集まりで話してもらいたい」等の
ご要望がありましたら、下記までご連絡ください。

琴浦町地域包括支援センター　 　52-1525

（2）結果概要

（3）ま と め

　昨年６月から７月に実施した高齢者実態調査の結果がまとまりましたので報告します。多く
の皆さまにご回答いただき、大変ありがとうございました。

高齢者実態調査の結果をお知らせします

（1）調査概要

（福祉課内）

H27.3.1 6



　平成24年度に琴浦町では、環境政策の基本的理念をまとめた「琴浦町環境に配慮したまちづくりに
関する基本条例」（環境基本条例）を制定しました。環境基本計画はこの条例の基本方針に基づく計
画を定めたもので、計画目標年度は平成29年度です。
　条例の基本理念は次の３つです。「地域環境の保全・継承は地球環境の保全につながります。」「学
ぶことにより環境意識の向上と環境負荷の低減に取り組みます。」「環境に配慮したまちづくりの推進
をします。」
　これらを基に基本計画の方針を定め、詳細目標を設定しており、また１年度ごとの年次報告の概要
をお知らせすることとしています。今回は平成25年度分をお知らせします。

環境基本計画の年次報告の概要
環境基本計画とは

基本方針の成果の概要
１�「町民の健康の保護及び快適で健康的なまち
づくりの推進」

　・ 下水道普及率は５％以上向上が目標で東伯
地区では接続区域において目標達成してい
ます。

　 ・ 狂犬病予防接種率については、目標達成に
向けての普及啓発の継続が必要です。

　・ 野焼きや農地への施肥に関する苦情につい
ては、各関係団体との協議を行い、その低
減に努めました。

２�「人と自然とのふれあいの確保及び生態系に
配慮した自然環境の保全」

　・ 海岸漂着物処理、国立公園内の清掃活動な
ど地道な活動を続けています。

　・ サケの遡上の目撃情報が一部の河川であり
ますので、今後は確認に努めます。

３�「地域の特性を生かした景観の形成及び自
然、文化、産業の調和の取れた快適な環境の
創造・継承

　・ 町並の保存活用、重要遺跡の指定に向けた
調査が進められています。

　・ 農地、森林の保全について総合的な対策を
講じて、農林業振興を推進しています。

４�「資源の循環的利用、再生可能エネルギーの
導入の促進、効率のよいエネルギーの活用及
び廃棄物の減量の推進」

　・ 家庭用太陽光発電設備について２％増加に
ついては目標を達成しています。

　・ 役場庁舎の温室効果ガスの削減目標６％を
達成しています。

　・ 大規模太陽光発電所が１カ所稼働してい
ます。

　計画の内容については年次ごとの進行状況を基に、平成27年度に中間見直しを行い、平成
29年度の目標年度につなぎます。
　環境基本計画及び年次報告の詳細は、琴浦町ホームページでご覧いただけます。

　問合せ先　町民生活課　 　52-1703

環境パトロールの様子南ソウル大学学生との海岸清掃活動

【平成25年度】

7 ことうら 2015.3



　

体力づくりは毎日の食事から
～食べたものでしか体はつくられない～

　琴浦町スポーツ少年団員及び育成会研修会とし
て、栄養講演会を１月24日、まなびタウンとうは
くで開きました。
　これは、スポーツ少年団員と育成会、活動に携
わる指導者の資質向上と活動の活性化を目的に、
琴浦町スポーツ少年団指導者協議会が計画された
もので、鳥取県スポーツ栄養研究会の山田恭子さ
ん(清水病院　栄養管理室公認スポーツ栄養士）を
講師に迎え、講演していただきました。
　山田さんは、スポーツにおける食事や水分補給
の役割、食習慣の乱れから、低年齢で生活習慣病
がみられることを説明され、１日３食にきちんと
主食・主菜・副菜をそろえ、食べる量や何を食べ

澤田さん（左）と米村さん（右）

積極的に発表する児童たち

地域づくり活動をたたえ
　　　　　　　　　　鳥取県知事表彰式

　住民自治の活動を支えてきた団体や功労者を表
彰する「頑張る住民自治活動団体等鳥取県知事表
彰式」が２月４日、知事公邸で行われ、琴浦町か
らは澤田明則さん（桜ヶ丘）と白鳳の郷地域活性
化協議会（米村勝利会長）が、平井知事から表彰
状を受け取りました。
　澤田さんは平成５年から桜ヶ丘の区長として住
民自治活動を支えておられ、また白鳳の郷地域活
性化協議会は、斎尾廃寺跡などの歴史遺産を活用
した地域づくりに積極的に取り組んでおられま

「税金」って何？
　 　　　　　　　　租税教室を開催

　八橋小学校６年生の児童を対象に２月２日、租
税教室を開催しました。
　役場税務課職員が講師となり、ＤＶＤやマグネ
ットシートを使いながら、税金がなぜ必要なの
か、その使い道や役割などについて一緒に考え、
学びました。
　児童からは、国民の義務である納税について、
身近な消費税の質問や意見など、活発な発言があ
りました。
　最後に、１億円と100万円の札束のレプリカを
みんなで触り、重さなどを体感しました。

食生活の大切さをアドバイスする講師の山田さん

ているかを把握すること、またバランスよく取る
ことにより、スポーツ活動が充実することをアド
バイスされました。
　これを機会に食を見直し、ベストコンディショ
ンで今後の活動に取り組むことを期待します。

す。今回の表彰は、こうした活動がたたえられたものです。
　澤田さんは｢区民の皆さんに喜んでもらえる自治会活動を心がけてきました｣と振り返られ、米村会長は
「これを励みに今後も様々な活動に取り組みたい」と話されました。

H27.3.1 8



　

シ
リ
ー
ズ　

よ
り
よ
い
く
ら
し
の
た
め
に

町国際交流コーディネーター　李
イ

普
ボ ウ ン

銀のエッセイ

会者定離　去者必返

アンニョンヒ　ケセヨ。ト　マンナヨ。
（さようなら。また会いましょう。）

　琴浦町民のみなさん、アンニョンハセヨ。
　私が町報でエッセイを書くこともこれで最後
になりました。拙筆ながら書き始めて丸３年に
なりました。最初の抱負とはうらはら、月を重
ねるにつれて、いいネタはないだろうか、今月
はどんな写真を載せたらいいだろうかと悩むあ
まり、原稿提出締め切りを守れず迷惑をかけた
ことも数回あります。しかし、いざこの時期を
迎えると、シウォンソブソブ（名残惜しい、시
원섭섭하다）です。「アンニョン！琴浦」のた
めに毎月、半ページを割愛してくださった編集
者の皆様、「アンニョン！琴浦」を楽しみにし
てくださった皆様、この場を借りて深く感謝い
たします。
　今月のタイトル「会者定離　去者必返」は、

会えばいつかは別れ、行った人は必ず戻ってく
るという仏教でよく出る言葉です。私は仏教信
者ではありませんが、個人的にこの言葉が好き
だったので、最後のエッセイを書く時は必ずタ
イトルにしようと、前もって決めておいたもの
です。人並み以上に別れを経験する私の人生に
おいて、この言葉はたくさんの慰めとなりま
す。別れはいうまでもなく寂しいですが、いつ
かまた会えるという期待と希望が、日本を離れ
る私の足取りを軽くしてくれます。
　国籍も違う私を町民の一人として快く迎えて
くださり、この地を離れる時は実家だと思って
いつでも帰っておいでと言ってくださる琴浦町
の皆さんに心から感謝申し上げます。カムサハ
ムニダ（ありがとうございました）。

　平成24年から国際交流コーディネーターとして活躍
しておられた李普銀さんが、３月末で帰国されます。
　今回が｢アンニョン琴浦｣最後のエッセイです。ボウン
さん、３年間ありがとうございました！

アンニョン! 琴浦 【最終回】

　

町
で
は
障
が
い
の
あ
る
方
の
生

活
に
お
け
る
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、手
当
の
支
給
を
し
て
い
ま
す
。

　

概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

○
特
別
障
害
者
手
当

対　

象

　

身
体
ま
た
は
精
神
に
著
し
い
重

度
の
障
が
い
が
あ
り
、
日
常
生
活

に
お
い
て
常
時
特
別
な
介
護
を
要

す
る
、
20
歳
以
上
の
在
宅
で
生
活

を
さ
れ
て
い
る
方
で
審
査
会
で
認

定
を
受
け
ら
れ
た
方

支
給
要
件

　

障
が
い
の
程
度
の
ほ
か
、
所
得

に
よ
る
制
限
が
あ
り
ま
す
（
障
害

者
手
帳
は
必
須
で
は
あ
り
ま
せ

ん
）

支
給
額　

月
額
２
６
’
６
２
０
円

（
申
請
月
の
翌
月
分
か
ら
年
４
回

に
分
け
て
支
給
さ
れ
ま
す
）

○
障
害
児
福
祉
手
当

対　

象

　

身
体
ま
た
は
精
神
に
重
度
の
障

が
い
が
あ
り
、
日
常
生
活
に
お
い

て
常
時
介
護
を
要
す
る
、
20
歳
未

満
の
在
宅
で
生
活
を
さ
れ
て
い
る

方
で
審
査
会
で
認
定
を
受
け
ら
れ

た
方

支
給
要
件

　

障
が
い
の
程
度
の
ほ
か
、
所
得

に
よ
る
制
限
が
あ
り
ま
す
（
障
害

者
手
帳
は
必
須
で
は
あ
り
ま
せ

ん
）

支
給
額

　

月
額
１
４
’
４
８
０
円
（
申
請

月
の
翌
月
分
か
ら
年
３
回
に
分
け

て
支
給
さ
れ
ま
す
）

○
申
請
手
続

必
要
な
書
類　

認
定
申
請
書
、
認

定
診
断
書
、
住
民
票
（
謄
本
）
、

所
得
状
況
届
、
そ
の
他
必
要
と
認

め
ら
れ
る
書
類

申
請
窓
口　

役
場
福
祉
課
ま
た
は

分
庁
舎
総
合
窓
口
係

　

詳
し
く
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

福
祉
課　
　

　
　
　
　
　

　
52
︱
１
７
０
６

……………………………………………………………………………………………………………………………

特
別
障
害
者
手
当
と
障
害
児
福
祉
手
当
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シ
リ
ー
ズ
高
齢
者
福
祉

高
齢
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス（
タ
ク
シ
ー
料
金
償
還
払
）事
業

率
を
見
る
と
、
次
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り

他
の
検
診
に
比
べ
て
受
診
率
が
お
よ
そ

１
割
低
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。 

　

ま
た
、
大
腸
が
ん
発
見
患
者
数
を
見

る
と
、
毎
年
数
件
の
患
者
が
発
見
さ
れ

て
い
ま
す
。
平
成
24
年
度
で
は
66
％
の

精
検
受
診
者
の
う
ち
、
４
名
の
方
に
が

ん
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
腸
が
ん

検
診
は
、
便
に
血
液
が
付
着
し
て
い
る

か
ど
う
か
と
い
う
簡
便
な
検
査
で
実
施

し
や
す
い
反
面
、
他
の
が
ん
検
診
の
よ

う
に
レ
ン
ト
ゲ
ン
や
カ
メ
ラ
で
状
態
を

確
認
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、

精
密
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
重
要
と
な

り
ま
す
。

　

検
診
を
受
け
る
目
的
は
２
つ
あ
り
ま

す
。
１
つ
は
、
生
命
に
係
る
重
大
な
病

気
の
早
期
発
見
で
す
。
も
う
１
つ
は
、

健
康
に
な
る
た
め
で
す
。
病
気
は
早
く

発
見
し
、
治
療
が
早
け
れ
ば
早
い
ほ
ど

治
り
も
早
い
と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
で

す
。
し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
病
気

に
な
っ
て
初
め
て
医
療
機
関
を
訪
ね
ま

す
。
何
と
な
く
怖
い
、
忙
し
い
、
大
丈

　
　
　
　
　
　

町
で
は
毎
年
、
国
保
特
定

　
　
　
　
　

健
診
や
各
種
が
ん
検
診
を
実

　
　
　
　
　

 

施
し
て
い
ま
す
が
、
国
保
特

　
　
　
　
　

定
健
診
の
受
診
率
は
約
40
％
、

各
種
が
ん
検
診
は
30
％
前
後
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。

　

こ
の
う
ち
、
特
に
大
腸
が
ん
検
診
に
つ

い
て
は
、
部
落
の
健
康
づ
く
り
推
進
員
の

皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
各
部
落
で
大
腸
が

ん
検
診
の
容
器
の
配
付
と
回
収
を
行
う
方

法
を
取
り
入
れ
る
等
、
受
診
し
や
す
い
体

制
を
と
る
こ
と
で
、
受
診
者
数
が
増
加
し

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
精
密
検
査
受
診

シ
リ
ー
ズ

健
康
こ
と
う
ら
計
画

行動目標

⑦ 健康診査・疾病の重症化予防対策の充実 2

夫
と
思
い
込
ん
で
い
る
、
直
視
で
き
な

い
…
…
な
ど
と
理
由
を
つ
け
て
、
そ
う

し
て
い
る
間
に
体
の
中
で
ど
ん
ど
ん
病

気
は
進
行
し
て
い
ま
す
。

　

早
期
が
ん
が
進
行
が
ん
に
移
行
す

る
の
に
２
～
３
年
と
言
わ
れ
て
お
り
、

数
年
に
１
度
し
か
検
診
を
受
け
な
い

人
は
、
今
年
異
常
が
な
か
っ
た
と
し
て

も
、
数
年
後
に
受
診
し
た
時
に
は
進
行

が
ん
で
発
見
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。　

健
康
を
保
つ
こ
と
は
、
人
生
を

豊
か
に
す
る
た
め
に
も
大
切
な
こ
と
で

す
。
町
で
は
、
特
定
健
診
と
が
ん
検
診

が
セ
ッ
ト
で
受
診
で
き
る
集
団
セ
ッ
ト

検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
年

に
１
度
の
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
そ

し
て
、精
密
検
査
の
通
知
が
届
い
た
ら
、

大
丈
夫
と
自
己
過
信
し
な
い
で
、
必
ず

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

あ
な
た
は
検
診
を
受
け
て
い
ま
す
か

■
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

　

公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
こ
と
が
困
難
な
高

齢
者
等
が
、
自
宅
か
ら
医
療
機
関
へ
の
入
退
院
ま

た
は
介
護
施
設
へ
の
入
退
所
等
に
お
い
て
、
タ
ク

シ
ー
を
利
用
す
る
場
合
に
、
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

■
助
成
額

　

タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
（
支
払
い
金
額
）
の
２
分

の
１
（
上
限
：
片
道
３
，
０
０
０
円
）

■
対
象
者

　

本
人
及
び
世
帯
全
員
が
町
民
税
非
課
税
で
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

（
１
） 

65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
ま
た

は
高
齢
者
世
帯
で
、
公
共
交
通
機
関
の
利

用
が
困
難
な
方

（
２
） 

介
護
保
険
第
２
号
被
保
険
者
の
う
ち
町
長

が
認
め
る
方

■
利
用
回
数
・
利
用
区
間

・ 

１
カ
月
あ
た
り
４
回
ま
で
（
片
道
を
１
回
と
し

て
換
算
）

・
自
宅
と
県
内
の
医
療
機
関
ま
た
は
介
護
施
設
の
間

■
申　

請

次
の
書
類
等
が
必
要
で
す
。

（
１
）
タ
ク
シ
ー
料
金
の
領
収
書

（
２
） 

医
療
機
関
ま
た
は
介
護
施
設
等
の
入
院

（
所
）
を
証
す
る
書
類

（
３
）
印
鑑

問
合
せ
・
申
込
先

　
　

福
祉
課　

　
52
︱
１
７
０
６
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各種がん精密検査受診率 
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大腸がん発見患者数
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From　Ryan�Marshall
　　　　文／ライアン・マーシャル
　　　　　（東伯中学校英語指導助手）

「航空写真術」

　2004 年９月１日に撮られたある航空写真は、「琴

浦」と名付けられた町の海岸から田圃の上にそびえ

立つ筋張った山を示しています。写真では山陰自動

車道のために切り開かれた道が、見慣れた町の風景

の中を突きぬけています。その写真が撮られた時、

自動車道はまだ完成していませんでしたが、最終的

な道筋ははっきりわかります。現在と未来を巻き込

んだその写真は妙な記念です。

　私たちが記念にする機会を考えてみると、誕生、

卒業、結婚などがあります。この機会は私たちの人

生の航空写真ではありませんか。その写真は私たち

の現在だけではなく、未来も見ることができます。

切り開かれた道の代わりに、命名式や卒業証書や結

婚指輪があります。毎回、シャッター押すたびに、

私たちの直接性と可能性は混じり合います。私たち

の人生のすべてはぼんやりとしか見えません。だか

ら、「自分の全盛期を過ぎた」とは絶対言えないで

しょう。上から見れば、切り開かれた道はいつも私

たちの前にあります。

　A certain aerial photograph taken on September 
1st, 2004 shows the newly-christened Kotoura 
from the coast to the sinewy mountains that 
rise up over the rice fields. Piercing through the 
familiar townscape is the path cleared for the 
construction of the San’in Expressway. Though 
the road itself had not been completed at the time 
the photograph was taken, its future trajectory is 
unmistakable. This makes for a peculiar memorial, 
capturing the present and future all at once. 
　Consider the moments we memorialize: births, 
graduations, weddings. Are these not aerial 
photographs of our lives? We see ourselves not 
only as we are in the moment but also as we will 
be, substituting broken ground for dedications, 
diplomas, wedding bands. With each click of the 
shutter, we appear as a blur of immediacy and 
potential; the fullness of our lives appears only 
dimly. Let us never say we are past our prime! 
Broken ground lies before us always, if we would 
only look from above. 

Aerial Photography

平成16年９月１日（琴浦町誕生の日）上空より撮影

　

国
に
お
い
て
は
、
迎
え
る
人
口
減
少
社

会
を
見
越
し
て
、
地
方
に
お
け
る
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
の
取
り
組
み
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
が
、
本
町
に
お
い

て
も
以
前
よ
り
、
地
域
に
お
け
る
元
気
な

町
づ
く
り
活
動
を
支
援
す
る
事
業
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
の
実
施
団
体
と
し
て
地
域

の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
団

体
の
成
果
発
表
会
を
、
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と　

き　

３
月
15
日
（
日
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時

と
こ
ろ　

 

役
場
分
庁
舎
２
階
多
目
的

ホ
ー
ル

内　

容　

第
１
部  

鳥
取
大
学
地
域
学
部
「
地
域
調

査
実
習
」
の
成
果
に
つ
い
て

第
２
部  

琴
浦
町
輝
け
地
域
支
援
事
業
・

協
働
事
業
成
果
発
表

問
合
せ
先　

企
画
情
報
課

　
　
　
　
　

　
52
︱
１
７
０
８

第
８
回
琴
浦
町
地
域
活
性
化

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
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　平成 27 年度のスポーツ少年団員を募集します。
　スポーツや奉仕活動などをとおして、健全な心
と身体をつくり、仲間づくりをしましょう。
　学校から配布された申込用紙に必要事項を記入
し、入会費用を添えてお申し込みください。

■募集締切　３月13日（金）
■入会費用　　　
　新４年生～新６年生　　
　 　 1,400円（保険代800円・県登録費500円・町

登録費100円）　　
　中学生・新３年生以下　
　　900円（保険代800円・町登録費100円）
　高校生　
　　1,950円（保険料1,850円・町登録費100円）
　　＊中学生・高校生の県登録の希望者は500円追加

■問合せ ･申込み先
　総合体育館　 　52-2047
　農業者トレーニングセンター　 　55-2707

平成27年度　スポーツ少年団　団員募集
団　名 活動日 活動場所 対　象

赤 碕 剣 道 月・水・金 赤碕武道館 保育園児～

東 伯 剣 道 月・水・金 総合体育館
（武道室）

小学1年生～

東 伯
バドミントン

(中学生）
月・金・土
（小学生）
火・木・土

（木）
総合体育館
（月・金）

東伯中体育館
（土）

聖郷小体育館
東伯サッカー 水・金 東伯中グラウンド
成美サッカー 月・水・金 船上小グラウンド

琴 浦 空 手 月・水・金 東伯勤労者
体育センター

琴 浦 相 撲 水 東伯武道館

琴 浦
ミニバスケット 月・水・土

（月・水）
総合体育館 

（土）
聖郷小体育館 小学2年生～

琴 浦 卓 球
（小学）木

東伯勤労者
体育センター（中学）

火・木
琴 浦 野 球 月・水・金 聖郷運動広場 小学3年生～
赤 碕 野 球 月・水・金 赤碕小グラウンド 小学3年生～
八 橋
バレーボール 火・木 八橋小体育館 小学2年生～

浦 安
バレーボール 月・木・土 浦安小体育館

東 伯
バレーボール 火・金 聖郷小体育館 小学3年生～

赤碕SHIPS
バレーボール 火・木・土

(火・木）
船上小体育館

(土）
農 　 業 　 者
トレーニングセンター

小学3年生～

好きなスポーツにチャレンジしてみよう!

　

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
団
体
活
動
中
の
け
が
な
ど

を
保
障
す
る
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の
加
入
手

続
き
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
な
く
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
や
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
、
幅

広
い
団
体
活
動
で
の
事
故
な
ど
に
対
応
し
た

保
険
で
す
。

対　
　

象　

５
名
以
上
の
団
体

適
用
範
囲　

＊
加
入
団
体
の
活
動
中
の
事
故

＊ 

自
宅
か
ら
団
体
が
指
定
し
て
い
る
集
・
解

散
場
所
ま
で
の
往
復
の
事
故
な
ど

＊ 

加
入
さ
れ
た
団
体
で
の
活
動
が
対
象
と
な

り
ま
す
の
で
、複
数
の
団
体
で
活
動
さ
れ
る

場
合
は
、団
体
ご
と
に
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

　

総
合
体
育
館　

　
52
︱
２
０
４
７

　

農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
　
　
　

　
55
︱
２
７
０
７

入
っ
て
安
心「
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
」

平
成
27
年
度
　
加
入
申
込
受
付
中
！

スポーツ安全保険（掛金と保障の内容）
保険期間　平成27年４月１日～平成28年３月31日午後12時

対象となる団体 年間掛金 
(1人あたり)

　傷　害　保　険　(保険金額）
死　亡 後遺症害(最高) 入院（日額) 通院（日額)

＊こども(中学生以下）
＊文化・ボランティア・地域活動
　(16歳以上)

800円 2,000万円 3,000万円 4,000円 1,500円

大人のスポーツ（16歳以上） 1,850円 2,000万円 3,000万円 4,000円 1,500円
65歳以上のスポーツ 1,000円 600万円 900万円 1,800円 1,000円
危険度の高いスポーツ活動 11,000円 500万円 750万円 1,800円 1,000円

賠償責任保険(免責金額なし）
　身体・財物賠償合算　１事故5億円
　ただし、身体賠償は、1人1億円限度

突然死葬祭費用保険
　突然死（急性心不全・脳内出血等）葬祭費用
　支払い限度額　180万円

　＊傷害保険、入院･通院1日目から保障

平成27年度 スポーツ少年団団員募集!
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ス
ポ
ー
ツ
な
ど
団
体
活
動
中
の
け
が
な
ど

を
保
障
す
る
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の
加
入
手

続
き
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
な
く
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
や
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
、
幅

広
い
団
体
活
動
で
の
事
故
な
ど
に
対
応
し
た

保
険
で
す
。

対　
　

象　

５
名
以
上
の
団
体

適
用
範
囲　

＊
加
入
団
体
の
活
動
中
の
事
故

＊ 

自
宅
か
ら
団
体
が
指
定
し
て
い
る
集
・
解

散
場
所
ま
で
の
往
復
の
事
故
な
ど

＊ 

加
入
さ
れ
た
団
体
で
の
活
動
が
対
象
と
な

り
ま
す
の
で
、複
数
の
団
体
で
活
動
さ
れ
る

場
合
は
、団
体
ご
と
に
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

　

総
合
体
育
館　

　
52
︱
２
０
４
７

　

農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
　
　
　

　
55
︱
２
７
０
７

　気軽にソフトバレーボールを楽しみませんか？
　気の合う仲間と４人でチームを組んで、たくさん
参加してください。
と　　き　４月５日（日）９：00～
と こ ろ　総合体育館
種　　目　①一般の部（女性２人以上）
　　　　　②一般・交流の部(女性２人以上)
　　　　　③ レディース１部（４人の合計年齢が

179歳以下）
　　　　　④ レディース２部（４人の合計年齢が

180歳以上）
参加資格　 町民及び町内職場勤務者、町内ソフトバ

レーボールチームメンバー
参 加 料　１チーム500円（申込時に納入）
申込締切　３月27日（金）

　さわやかな春のゴルフ場でゴルフを楽しみませんか？
と　　き　４月５日（日）９：00スタート
と こ ろ　光好カントリー倶楽部
参加資格　町民及び町内職場勤務者
競技方法　 18Ｈストロークプレー（ダブルぺリア

方式）
参 加 料　団体戦の部　１人　1,500円
　　　　　（個人戦のみ　1,000円）
申込締切　３月27日（金）

　すもうを通じて、心と体をきたえませんか。
　体育協会相撲部員が基本から丁寧に指導します。
男女問わず、多数ご参加ください。
期　　間　３月25日～４月22日の毎週水曜日
　　　　　（全５回）
　　　　　18：00～19：30
と こ ろ　東伯武道館（東伯中学校プール西側）
対　　象　小学生
指　　導　琴浦町体育協会相撲部員
参 加 料　無　料
申込締切　３月18日（水）

春らんまんソフトバレーボール大会

問合せ・申込先　
　総合体育館　 　52-2047
　農業者トレーニングセンター　 　55-2707

春季町民ゴルフ大会

琴浦町小学生すもう教室

参加者募集中!

スポンジテニス
優勝の
Y＆G-3チーム

バウンスボール
優勝の
TNOチーム

ニュースポーツで交流
町民体力づくりスポレク祭を開催

　町民が気軽にニュースポーツに親しみ、参加者
同士の交流を深めることを目的に、スポーツ推進
委員会が毎年開催しています。
　今年度は２月15日に総合体育館で開催しまし
た。スポーツ推進委員による準備体操の後、スポ
ンジテニスとバウンスボールの部に分かれて行っ
た試合では、珍プレーや好プレーが続出し、コート
の外では拍手と笑いで盛り上がっていました。
主な大会結果
◆スポンジテニス
　１位リーグ　Ｙ＆Ｇ－３
　２位リーグ　八橋ママさんズ
　３位リーグ　むねさんず
◆バウンスボール
　１位トーナメント　ＴＮＯ
　２位トーナメント　ＯＮＩ
　３位トーナメント　スポ推
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このコーナーでは毎月、公民館の活動などを掲載します。

八
橋
地
区　

総
合
体
育
館

男
子
の
部

優
勝　

保
Ａ
／
準
優
勝　

笠
見

女
子
の
部　

優
勝　

保
Ａ
／
準
優
勝　

八
橋
６
区

小
学
生
の
部
（
や
ば
せ
キ
ッ
ズ
）

低
学
年
優
勝　

 

藤
井　

奏

　
　
　
　
　
　
（
八
橋
１
区
東
）

高
学
年
優
勝　

 

荒
木
琢
郎

　
　
　
　
　
　
（
八
橋
１
区
中
）

浦
安
地
区　
東
伯
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

一
般
の
部

優
勝　

 

下
伊
勢
西
／
準
優
勝　

中
尾
Ａ

小
学
生
の
部（
う
ら
や
す
キ
ッ
ズ
）

低
学
年
優
勝　

 

坂
西
仁
豊（
浦
安
５
区
）

高
学
年
優
勝　

 

上
野　

凛（
槻
下
南
団
地
）

下
郷
地
区　

聖
郷
小
学
校
体
育
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男
子
の
部

優
勝　

   

美
好
Ａ
／
準
優
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三
保
Ａ

女
子
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部

優
勝　

釛
／
準
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上
光
好

上
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地
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聖
郷
小
学
校
体
育
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団
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の
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優
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田
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旧
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一
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低
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心
優
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地
）

高
学
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勝　

中
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上
法
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）

中
学
生
の
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優
勝　

横
山
琉
夏
（
下
法
万
）

赤
碕
地
区　

赤
碕
小
学
校
体
育
館

５
ペ
ア
ー
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優
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Ａ
／
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通
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）
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五
嶋
美
耶
（
東
山
区
）
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（
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）

親
子
の
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優
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前
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・
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（
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区
）

な
わ
と
び
大
会

優
勝　

上
野
／
準
優
勝　

佐
崎

以
西
地
区　

旧
以
西
小
学
校
体
育
館

団
体
の
部

優
勝　

赤
碕
金
屋
／
準
優
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大
熊

　

２
月
に
各
地
区
で
卓
球
大
会
が

開
か
れ
、
多
く
の
参
加
者
が
卓
球

を
楽
し
み
ま
し
た
。
主
な
結
果
は

次
の
と
お
り
で
す(

敬
称
略)

。

各
地
区
の
卓
球
大
会

「妖怪ウォッチは大人気!」

以西保育園児の「よさこいソーランロック」
今年は可愛い演技でスタート! 地域が元気になりました。

赤碕地区

「もっと花咲隊」太鼓の音が体育館いっぱいに響きました

65年の伝統を受け継いだ赤碕音頭

以西地区

成美地区 安田地区

公 民 館 ま つ り
公民館まつりが２月１日に赤碕地区と以西地区で２月８日に安田地区と成美地区で
開かれました。各地区では、作品展示や演芸大会、バザー、卓球大会などの催しを

楽しみに訪れた来場者でにぎわいました。
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任
期
満
了
に
伴
う
鳥
取
県
知
事

選
挙
が
３
月
26
日
に
、
鳥
取
県
議

会
議
員
選
挙
が
４
月
３
日
に
そ
れ

ぞ
れ
告
示
さ
れ
、
４
月
12
日
に
投

票
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
選
挙
は
、
私
た
ち
有
権
者

の
声
が
県
政
に
最
も
反
映
さ
れ
る

身
近
な
選
挙
で
も
あ
り
ま
す
。
あ

な
た
の
一
票
を
有
効
に
生
か
せ
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

入
場
券
は
３
月
末
に
郵
送
す
る

予
定
で
す
。
投
票
日
間
近
に
な
っ

場
所　

役
場
本
庁
舎
厚
生
棟

※ 

期
日
前
投
票
に
お
越
し
の
際

は
、
東
伯
郵
便
局
側
入
口
か

ら
お
入
り
い
た
だ
く
と
便
利

で
す
。

※ 

期
日
前
投
票
の
期
間
中
、
分
庁

舎
か
ら
期
日
前
投
票
所
ま
で
、

送
迎
車
両
を
運
行
し
ま
す
。

分
庁
舎
正
面
玄
関
出
発
時
刻　

10
時
、
15
時
（
１
日
２
回
）

　

投
票
日
に
は
、
郵
送
さ
れ
た
入

場
券
を
持
っ
て
、
入
場
券
に
書
か

れ
て
い
る
投
票
所
に
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
投
票
所
を
間
違
え
る
と
、

そ
こ
で
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

入
場
券
を
な
く
し
た
り
、
忘
れ

た
り
し
た
と
き
で
も
、
投
票
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
各
投

票
所
の
受
付
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

　　

投
票
時
間　

７
時
～
19
時

　

投
票
場
所　

 

入
場
券
に
記
載
さ

れ
て
い
る
場
所

て
も
入
場
券
が
届
か
な
い
場
合

は
、
下
記
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

投
票
日
当
日
に
仕
事
や
冠
婚

葬
祭
、
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
予
定
の

あ
る
人
は
、
期
日
前
投
票
が
で
き

ま
す
。

日
時　

 

３
月
27
日
（
金
）
～
４
月

11
日
（
土
）　

　
　
　

８
時
30
分
～
20
時

※�

県
議
会
議
員
選
挙
は
４
月
４
日

（
土
）
か
ら

入
場
券
は
郵
送

期
日
前
投
票

入
場
券
を
持
っ
て
投
票
所
へ

区　分 用紙の色 文字の色 投票の方法
県知事選挙 白色 赤色 候補者名を記載

県議会議員選挙 薄い黄色 黒色 候補者名を記載

各投票区の投票所は、次のとおりです。

投票区名 投票所を設ける場所

第１投票区 八橋地区公民館

第２投票区 総合体育館

第３投票区 逢束自治公民館

第４投票区 伊勢崎地区コミュニティ施設（白鳳館)

第５投票区 役場本庁舎厚生棟

第６投票区 聖郷小学校体育館

第７投票区 上郷地区コミュニティ施設（上郷地区公民館)

第８投票区 古布庄地域構造改善センター（古布庄地区公民館)

第９投票区 三本杉ふるさと分校

第10投票区 漁村センター

第11投票区 赤碕地区公民館

第12投票区 赤碕地域コミュニティ施設（役場分庁舎）

第13投票区 赤碕ふれあい交流会館

第14投票区 成美地区公民館

第15投票区 旧安田小学校

第16投票区 旧以西小学校

問合せ先　琴浦町選挙管理委員会
　　　　　（総務課内）
　　　　　　 　52-2111

　今回の選挙は投票用紙が２種類あります。
　無効とならないよう注意して投票しましょう。

投票用紙は2種類

投票所について

　  県知事・県議会議員選挙

投票日は４月12日（日） 午前7時～午後7時
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～ JRのダイヤ改正に合わせ、バスとのスムーズな乗り継ぎができる
　よう改正し、運行の効率化を図ります～

■平成27年３月14日からの改正点
①東伯線　上り４便／下り３便
　 　小学生の通学利用がなくなったことによる効率化、東伯線上り４便からＪＲ上り8：05浦安駅発との

乗り継ぎができるようにするため、下り３便を「上法万」止め、上り４便を「上法万」始発とします。
②東伯線　下り９便／上り10便
　 　JR上り12：11浦安駅着と東伯線下り９便との乗り継ぎを可能とするため、下り９便と上り10便を5

分遅らせます。　　　　　
③船上山線　上り１便・２便／下り１便・７便
　 　年間を通じて、ほぼ利用のない早朝と夜間の便について、運行の効率化を図るため、始発・終点を

「少年自然の家バス停」から「船上山バス停」に変更します。
④琴浦海岸線　上り２便／下り２便
　 　JR下り10：35赤碕駅着と上り２便との乗り継ぎを可能とするため、上り２便・下り２便を2分遅ら

せます。
　※詳しくは今月の広報と一緒に配布している時刻表をご確認ください。

琴浦町営バスダイヤ改正3/14～

■午前・午後通学定期券
　午前または午後のみ利用できる定期券を販売し
ています。保護者がＪＲ各駅まで送迎している高
校生の方等、登校のみ・下校のみ利用したいとい
う方におすすめです。ぜひご利用ください。
【取扱先：商工観光課】
※ 月22日・６カ月通学するとして、回数券の購入

を想定しても約2,200円お得になります。

■琴浦町営バスの運賃・回数券
【運　賃】 小学生以上：１回の乗降について一律

100円（※未就学児：無料）
【回数券】11枚綴り　1,000円
【取扱先】 役場本庁舎・分庁舎・ママの店（JR赤

碕駅前）・黒田酒店（浦安駅前）

■フリー乗降制度の利用について
　バス停以外でも路線上の任意の位置でバスに乗
降できる制度を設けています。　　　
※ 対象区間…竹ノ内バス停以南と釛・斉尾団地バ

ス停以南（※折込の時刻表 町内路線図参照）
　乗車される際には、急カーブや信号の近くでは
ない安全な場所で、運転手によく見えるように手
を上げてお待ちください。
　降車される際は、①降車手前のバス停のアナウ
ンスが流れたらお手元の降車ボタンでお知らせい
ただき、②該当バス停で停車した際に、降車場所
（目印）を運転手へお伝えください。

���各種定期券一覧
期間

種類
一般定期券 通学定期券

午前・午後
通学定期券

１ヶ月 4,200円 3,600円 1,800円
３ヶ月 11,970円 10,260円 5,130円
６ヶ月 22,680円 19,440円 9,720円

便利でお得な情報

　通勤・通学・通院・買い物等での日常的なご利
用はもちろん、町内の観光地巡り等、ご家族・お
友達とバスでお出かけしてみませんか？

問合せ先　商工観光課　 　55-7801 
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　鳥取県住宅供給公社と琴浦町土地開発公社では、きらりタウン赤碕と槻下住宅団地の販売促進と定住に
よる人口増加を図るため、土地の「分譲」および「定期借地権付土地」を受け付けています。
　山陰道に近くて便利なこの団地で、夢のマイホーム暮らしを現実にしてみませんか。
【定期借地権土地とは】
　マイホームは土地と建物を購入するのが一般的ですが、土地を賃貸することで一戸建ての持ち家を実現
できる方法で、初めに琴浦町に借地保証金100万円を預託し、その後月々の賃料を支払うことにより51年
間の借地権を設定する制度です。
　※ 契約時にお預かりする借地保証金は、契約終了後、土地を更地にして琴浦町に返却することでお返し

します。また、土地はいつでも購入ができます。

■各団地の分譲価格・賃料及び特典等

　　　　　　　　　　　槻下住宅団地　　　　　　　　　　　　　　　きらりタウン赤碕

　　問合せ先　■きらりタウン赤碕　鳥取県住宅供給公社　赤碕販売所　 　55-5130　 　55-5131
　　　　　　　■槻下住宅団地　　　総務課　 　52-2111　 　49-0000

団地名 販　売
区画数

分譲面積
分譲価格

定期借地権
土地貸付賃料 町の特典 公社の特典

槻下住宅団地 24 167.97～274.10㎡
4,826～7,876千円 月額3,900～7,700円 定住奨励金

30万円

きらりタウン赤碕 74 193.25～509.18㎡
3,951～9,521千円 月額2,800～9,800円 定住奨励金

60万円 最高50万円

夢のマイホーム暮らしを現実に!

小中学校

学校名
平成26年度卒業式 平成27年度入学式

日　　時 日　　時
東伯中学校・赤碕中学校 ３月10日（火）10：00～ ４月９日（木）14：00～
八橋・浦安・聖郷・ 
赤碕・船上各小学校 ３月19日（木）10：00～ ４月９日（木）10：00～

保育園・こども園

園　名
平成26年度卒園式 平成27年度入園式

日　　時 日　　時
やばせこども園 
しらとりこども園 ３月27日（金）10：00～ ４月６日（月）10：00～

釛・琴浦・成美・ 
安田・以西各保育園 ３月27日（金）10：00～ ４月６日（月）10：00～

み ど り 保 育 園 ３月31日（火）　9：00～ ４月１日（水） 9：30～
（新入園児顔合わせ式）

赤 碕 保 育 園 ３月27日（金）10：00～ ４月３日（金）10：00～

　

子
ど
も
た
ち
の
門
出
を
祝
い
、
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
。

保
育
園

こ
ど
も
園

小
学
校

中
学
校

式
典
日
程
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　このキャンペーンは、自死予防の推進を目的として、「うつ病の早期発見・早期治療」の大切さについ
て「睡眠障害」をキーワードとして実施します。
　自死は、個人の自由な意思や選択の結果ではなく、社会の問題といわれ、「心理的に追い込まれた末の
死」と考えられています。
　心理的に追い込まれた状態がつづくことで、抑うつ状態・うつ病になります。しかし、うつ病の人は、
自分自身がうつ病であることに気づいていなかったり、仮に気づいていたとしても、意欲や活動性が落ち
てきているため、自分からすぐに相談や受診に行くことができません。このため、周囲の人がうつ病の状
態に早く気づくことが重要です。
　また、うつ病の人の94％に「睡眠障害」があると言われていることから、うつ病が疑われるときは、睡
眠の状況や食欲についてたずね、症状が２週間以上続いている場合は専門機関への相談や医療機関への受
診を勧めましょう。

日時　３月７日（土）
　　　13：30～16：00（13時開場）
場所　倉吉未来中心セミナールーム３
内容　講演会　13：40～
　　演題　うつ円満社会へ
　　　　　～ あなたが大切な人にできる５つのこと～
　　講師　株式会社ありがトン代表　澤登和夫氏
※ 書道パフォーマンスや、リラックスヨガ体験も

あります。
問合せ先　中部総合事務所福祉保健局
　　　　　 　23-3127

＊東部福祉保健事務所
　　　　　　 　0857-22-5616
＊中部総合事務所福祉保健局
　　　　　　 　23-3147
＊西部総合事務所福祉保健局
　　　　　　 　0859-31-9304
＊鳥取県立精神保健福祉センター
　　　　　　 　0857-21-3031
＊鳥取いのちの電話
　　　　　　 　0857-21-4343

こころの健康フォーラム開催こころの相談窓口

3月は、『眠れてますか?
　睡眠キャンペーン』強化月間です。

　

母
子
手
帳
を
確
認
し
、
未
接
種
が
あ
る
方
は
医
療
機
関

に
予
約
を
し
て
、
早
め
に
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

Ｍ
Ｒ
（
は
し
か
・
風
し
ん
混
合
）
予
防
接
種

　
　
　
　
　

第
２
期
の
接
種
期
限
は
３
月
31
日
ま
で
!!

対
象
者　

４
月
に
小
学
校
入
学
予
定
の
方

　

 （
平
成
20
年
４
月
２
日
～
平
成
21
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

※ 

対
象
者
が
無
料
で
接
種
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、
３
月
31

日
ま
で
で
す
。

　

未
接
種
者
は
、
学
校
行
事
や
施
設
実
習
な
ど
に
参
加
で

き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
４
月
か
ら
の
入
学
に
備
え
て

予
防
接
種
を
す
ま
せ
、
病
気
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
他
の
定
期
予
防
接
種
の
う
ち
、
４
種
混
合
ワ
ク
チ

ン
の
追
加
接
種
な
ど
、
一
定
期
間
を
お
い
て
か
ら
接
種
す

る
も
の
や
、
春
先
に
接
種
券
が
届
く
２
種
混
合
予
防
接
種

な
ど
は
、
う
っ
か
り
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

母
子
手
帳
を
確
認
し
、
接
種
忘
れ
の
な
い

　
　
　
　
　
　

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
先　

健
康
対
策
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
52
︱
１
７
０
５

３
月
１
日（
日
）～
７
日（
土
）は

子
ど
も
予
防
接
種
週
間
で
す
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　東伯地区のケーブル線を光ファイ
バーに張り替える、「情報通信利用環
境整備推進工事（東伯地区）」の説明会
を、３月２日から31日までの平日、午
後７時から８時30分まで各地区を巡回
して開催します。
　みなさまのご参加をお待ちしており
ます。

基本的な施工例
　旧保安器と同じ場所にONUを設置す
るのが原則となります。その場合は、
無償となり利用者の費用負担は発生し
ません。また、施工都合による（土壁
でONUがとりつけられない等）ONUの
設置場所変更についても、無償となり
ます。

問合せ先　企画情報課　 　52-1708

3月 会場 対象行政区
2 月 ま な び タ ウ ン 德万、東伯ハイツ区 
3 火 ま な び タ ウ ン 保１区、保２区、保３区、丸尾、寿団地

4 水 八橋地区公民館 一里松、コーポラスことうら、大灘団
地、笠見、田越 

5 木 八橋地区公民館 八橋立石、八橋６区、八橋７区、岩本 
6 金 八橋地区公民館 ガーデンヒルズ 、八橋５区、大成
9 月 八橋地区公民館 八橋２区、八橋３区、八橋４区 
10 火 八橋地区公民館 八橋１区東、八橋１区中、八橋１区西 
11 水 逢束自治公民館 逢束５区、逢束６区、逢束７区 
12 木 逢束自治公民館 逢束１区、逢束２区、逢束３区、逢束４区 

13 金 浦安地区公民館 浦安７区、浦安８区、浦安９区、浦安
10区、浦安11区 

16 月 浦安地区公民館 浦安１区、浦安２・３区、浦安４区、
浦安５区、浦安６区 

17 火 東伯文化センター 下伊勢西２区、下伊勢西３区、下伊勢
西４区 

18 水 東伯文化センター 下伊勢東、下伊勢西１区 
19 木 東伯文化センター 上伊勢、上伊勢団地 
20 金 白 鳳 館 槻下北団地、槻下南団地、二軒屋 

23 月 白 鳳 館 金屋、伊勢野、中尾、斉尾、斉尾団地、
槻下中村 

24 火 下郷地区公民館 三保、倉坂 
25 水 下郷地区公民館 上釛、釛、美好、松井、下大江 
26 木 下郷地区公民館 森藤、杉下、平和、上光好、下光好 
27 金 上郷地区公民館 野田、福永、大杉、山田、公文 
30 月 古布庄地区公民館 矢下、宮場、八反田、上法万、下法万、杉地 

31 火 古布庄地区公民館 野井倉、中津原、上三本杉、下三本杉、
別宮、古長 

※上記表の対象行政区以外の日程にもご参加いただけます。

宅内切替工事：
ONUへ電源供給するための機器
取付けおよび切替工事など
【�平成27年8月～平成28年3月予定】

引込工事：
幹線から屋外に取付けるONU
設置および光ケーブル敷設など
【平成27年6月～12月予定】

宅内工事
(パワーインサーター)

屋外工事（ONU）

ケーブルテレビ伝送路更新工事の住民説明会
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せ
く
だ
さ
い
）

①
本
人
運
転
の
場
合　
　
　

  

　

 

・
上
肢
不
自
由
１
級
～
２
級
・

下
肢
不
自
由
１
級
～
６
級
・
体

幹
不
自
由
１
級
～
３
級
、５
級
・

視
覚
障
が
い
、
肝
臓
機
能
障
が

い
１
級
～
４
級
・
内
部
障
が
い

（
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、

ぼ
う
こ
う
ま
た
は
直
腸
、小
腸
）

１
級
、
３
級
～
４
級
・
聴
覚
障

が
い
２
級
～
３
級
・
平
衡
機
能

障
が
い
３
級　

な
ど

②
生
計
同
一
者
運
転
の
場
合　

 

　

 

・
上
肢
不
自
由
１
級
～
２
級
・

下
肢
不
自
由
、
体
幹
不
自
由
１

級
～
３
級　

視
覚
障
が
い
・
肝

臓
機
能
障
が
い
１
級
～
４
級
・

内
部
障
が
い
（
心
臓
、じ
ん
臓
、

呼
吸
器
、
ぼ
う
こ
う
ま
た
は
直

腸
、
小
腸
）
１
級
、
３
級
～
４

級
・
聴
覚
障
が
い
２
級
～
３
級
・

平
衡
機
能
障
が
い
３
級　

な
ど

２　

知
的
障
が
い
の
あ
る
方

　

 　

本
人
運
転
と
生
計
同
一
者
運

転
の
場
合
と
も
に
療
育
手
帳
の

　

心
身
に
障
が
い
等
の
あ
る
方
に

係
る
軽
自
動
車
で
、
一
定
の
要
件

に
該
当
す
る
場
合
は
、
申
請
に
よ

り
軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
対
象
と
な
る
車
両
】

１ 　

障
が
い
の
あ
る
方
が
所
有

し
、
本
人
が
運
転
し
て
い
る

車
両

２ 　

障
が
い
の
あ
る
方
の
通
院
、

通
学
、
通
所
、
生
業
の
た
め

に
、
生
計
を
共
に
す
る
家
族
が

所
有
、
運
転
し
て
い
る
車
両

※ 

減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

自
動
車
は
、
普
通
自
動
車
も
含

め
、
障
が
い
の
あ
る
方
１
人
に

つ
き
１
台
で
す
。
普
通
自
動
車

税
の
減
免
と
の
重
複
は
出
来
ま

せ
ん
。

【
障
が
い
の
範
囲
】

１　

身
体
障
が
い
の
あ
る
方

　

身
体
障
害
者
手
帳
に
下
記
の
表

示
の
あ
る
方
（
戦
傷
病
者
手
帳
を

お
持
ち
の
方
は
別
途
お
問
い
合
わ

■
見
守
り
と
気
づ
き
の
ポ
イ
ン
ト

① 

住
ま
い
や
言
動
に
不
審
な
点

が
な
い
か
、
日
ご
ろ
か
ら
注
意

す
る

● 

契
約
書
・
請
求
書
・
宅
配
業
者

の
不
在
通
知

● 

健
康
食
品
・
カ
ニ
・
新
品
の
ふ

と
ん

● 

屋
根
や
外
壁
・
電
話
機
回
り
の

工
事
の
形
跡

● 

通
信
販
売
の
カ
タ
ロ
グ
や
ダ
イ

レ
ク
ト
メ
ー
ル　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

…
…
な
ど

② 

少
し
で
も
変
化
に
気
づ
い
た

ら
、
本
人
に
様
子
を
聞
く

「
何
か
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
」

「
本
当
に
必
要
で
す
か
？
」

問
合
せ
先　

　

町
民
生
活
課

　
　
　
　
　

　
52
︱
１
７
０
３

　

中
部
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　
　

　
　
　
　
　

　
22
︱
３
０
０
０

　

認
知
症
等
に
よ
り
判
断
能
力
が

不
十
分
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
高

齢
者
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
が
過
去

最
高
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
が
特
に
狙
わ
れ
や

す
く
、
被
害
に
あ
っ
て
い
る
事
に

気
が
つ
か
な
い
等
の
問
題
点
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
相
談
は
家
族
や
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
な
ど
当
事
者
以
外
か
ら

が
多
く
、
周
囲
の
サ
ポ
ー
ト
が
な

け
れ
ば
被
害
が
わ
か
り
に
く
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

被
害
防
止
の
た
め
に
は
、
家
族

や
周
囲
の
「
見
守
り
」
と
「
気
づ

き
」
が
重
要
で
す
。

程
度
欄
に
「
Ａ
」
の
表
示
の
あ

る
方

３　

精
神
障
が
い
の
あ
る
方

　

 　

本
人
運
転
と
生
計
同
一
者
運

転
の
場
合
と
も
に
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
に
１
級
の
表
示

が
あ
り
、
自
立
支
援
医
療
受
給

者
証
を
交
付
さ
れ
て
い
る
方

【
申
請
期
限
】

４
月
23
日
（
木
）　

※ 

期
限
を
過
ぎ
る
と
減
免
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

【
申
請
手
続
窓
口
】

税
務
課
ま
た
は
分
庁
舎
総
合
窓
口

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

１　

軽
自
動
車
税
減
免
申
請
書　

　
　

 （
申
請
書
は
税
務
課
ま
た
は

分
庁
舎
総
合
窓
口
に
あ
り
ま

す
。）

２　

該
当
す
る
手
帳
等

３　

運
転
免
許
証

４　

車
検
証

５　

印
鑑

【
問
合
せ
先
】 

税
務
課　

　
52
︱
１
７
０
２

◆ 

普
通
自
動
車
税
の
減
免
に
つ
い

て
は
、
中
部
総
合
事
務
所
県
税

局
（
　
23
︱
３
１
０
７
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

障
が
い
者
の
軽
自
動
車
税

減
免
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

……………………………………………………………………………………………………………………………

こんにちは！中部消費生活センターです

「見守り」と「気づき」で
高齢者等の
被害を防ごう
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設
置
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
大
切
な
命
を
火
災
か

ら
守
る
た
め
、
１
日
も
早
い
設
置

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
町
や
消
防
署
が
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
訪
問
販
売
し
た

り
、
特
定
の
業
者
に
販
売
を
依
頼

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
高
額

で
売
り
つ
け
る
な
ど
悪
質
な
訪
問

販
売
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

東
伯
消
防
署
で
は
、
消
防
訓
練

や
防
災
講
習
会
の
申
し
込
み
を
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
気
軽
に

ご
相
談
は
消
防
署
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

東
伯
消
防
署

　
　
　
　
　

　
52
︱
３
３
４
６

　

３
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
７

日
間
に
わ
た
り
「
春
季
全
国
火
災

予
防
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
火
災
の
発
生
し
や
す
い

時
季
と
な
り
ま
す
。
住
民
一
人
ひ

と
り
の
防
火
意
識
の
高
揚
が
図
ら

れ
る
よ
う
、
重
点
目
標
を
決
め
て

運
動
を
展
開
し
ま
す
。

■
重
点
目
標

・ 

住
宅
防
火
対
策
の
推
進

・ 

放
火
火
災
・
連
続
放
火
火
災
防

止
対
策
の
推
進

・ 

特
定
防
火
対
象
物
に
お
け
る
防

火
安
全
対
策
の
徹
底

・ 

製
品
火
災
の
発
生
防
止
に
向
け

た
取
り
組
み
の
推
進

・
林
野
火
災
予
防
対
策
の
推
進　

　

近
年
、
住
宅
火
災
の
死
者
が
急

増
し
て
い
ま
す
が
、
７
割
が
逃
げ

遅
れ
に
よ
る
も
の
で
す
。
住
宅
用

火
災
警
報
器
は
す
べ
て
の
家
庭
に

「
も
う
い
い
か
い
　
火
を
消
す
ま
で
は
　
ま
あ
だ
だ
よ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
全
国
統
一
防
火
標
語
）

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

３

１

７

～
／

３／

　交通災害共済は、鳥取中部ふる
さと広域連合が行う、地域のみな
さんによる共済制度です。
　手軽な掛金と簡単な加入手続き
で、交通事故による被害に対して
補償が受けられます。
　３月から各部落の交通安全母
の会などの協力で、平成27年度
の加入を取りまとめます。詳しく
は、今月の町報と同時に配布して
いますチラシをご覧ください。

取りまとめ期限　
　３月31日まで
問合せ先　　　　
　総務課　分庁総合窓口係　　　
　　　　　 　55-0111

万が一の事故に

備えよう!

｢交通災害共済｣
※献血カードまたは本人確認できる運転免許証、保険証が必要です。
※服薬中の方は薬品名の入力が必要です。
　お薬手帳等、お薬の名前がわかるものをご持参ください。 
※ 献血は、各種健診や健康教室等に参加して集めたポイントで応募すると

ことうら商品券がもらえる「ことうら健康ポイントラリー事業」の対象
事業です。 

問合せ先　健康対策課　 　52-1705

全血献血を次の日程で実施します。
皆さんのご協力をお願いします。

献血にご協力をお願いします!!

と　　き 時　　　間 会　　　場

３月11日（水）

9：00～10：30 琴浦町役場分庁舎
11：50～13：20 宝製菓㈱
14：00～15：30 百 寿 苑
16：00～17：30 ㈱井木組

県総合情報誌『とっとりＮＯＷ』105号
（３月１日発行）好評発売中！

　鳥取の味をひたむきに追求する人々が、手塩にかけた誇れる食材。そ
れらを「とっとりブランド」として発信する思いを巻頭特集で紹介。
　特集では、異業種がタッグを組み、荒廃の危機に直面する竹林を整
備、タケノコの産地として甦らせる活動にスポットを当てました。 

　■定価　１部309円（税込）
　■発行　年４回（３，６，９，12月）
　■取扱場所　下記事務局、県内書店ほか
　問合せ先　鳥取県広報連絡協議会（県庁内）
　　　　　　 　0857-26-7086

鳥取県の奥深い話題満載!
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　毎年４月２日は国連の定めた「世界自閉症啓発
デー」です。日本では４月２日から８日までを「発
達障害啓発週間」としています。
　自閉症・発達障がいは、生まれながらの脳の発
達の仕方が違うことによって起こります。「自分
の殻に閉じこもっている」とか、育て方が原因で
起こるものではありません。
　一人ひとりの理解が深まり、自閉症・発達障が
いの人にとっても暮らしやすい社会が実現される
ことを願い、啓発展示を行います。ぜひご来館く
ださい。
と　　き　３月17日（火）～４月12日（日）
と こ ろ　琴浦町図書館
問合せ先　琴浦町図書館　
　　　　　　 　52-1115
　NPO法人 鳥取県自閉症協会　
　　　　　　 　0857-30-2776

　スポーツや文化活動を通して、鳥取県内の高齢
者同士の交流の輪を広め、健康と仲間づくり、生
きがいづくりを促進するとともに、第28回全国
健康福祉祭やまぐち大会の派遣選手選考会として
開催します。
応募資格　鳥取県に在住する60歳以上の方
　　　　　（昭和31年４月１日以前生まれの方）
競　　技　全11種目
　 卓球、テニス、ソフトテニス、ソフトボール、

ゲートボール、ペタンク、ゴルフ、弓道、グラ
ウンド・ゴルフ、囲碁、将棋

開催日時　平成27年５月中旬　
※種目によって日程が違います。
開催場所　中部地区を中心に開催予定
募集方法　 所定の参加申込用紙に必要事項を記入

し、FAXまたは郵送で申込ください。
募集締切　４月17日（金）
問合せ・申込先　
　　　　　 社会福祉法人鳥取県社会福祉協議会
　　　　　〒689-0201　鳥取市伏野1729-5
　　　　　　　　　　　　 　0857-59-6338
http://www.tottoriwel.or.jp/p/chiiki/kotobuki/

（鳥取県社会福祉協議会HP内「鳥取ことぶきネット」)

　認知症になっても安心して暮らせるまちづくり
を目指し、フォーラムを開催します。
　認知症に対する誤解や偏見をなくし、認知症の
人が地域で安心して暮らすためにできることは何
か、支え合いの輪を広けるために何が必要なのか
を一緒に考え、実践につなげることを目的として、
講演と「地域の力で認知症をささえよう」と題し
てパネルディスカッションを行います。
日　　時　３月８日（日）13：15 ～ 16:00
場　　所　まなびタウンとうはく
問合せ先　福祉課（琴浦町地域包括支援センター）
　　　　　 　52-1525

　古本と保存期限切れの雑誌を無料で差し上げます。
と　　き　３月７日（土）～８日（日）
　　　　　９：30 ～ 17：00
と こ ろ　分庁舎入口ホール
問合せ先　図書館赤碕分館　 　55-7547　

　岩崎和栄さんによる折り紙教室で春の花を折り
ます。
と　　き　３月８日（日）13：00 ～15：30
と こ ろ　図書館赤碕分館内
定　　員　15人
問合せ先　図書館赤碕分館　 　55-7547　

　３月の寿大学は閉講式です。一般教養コース・
専門コースともに今年度の学習を振り返ります。
また、琴浦町内で活躍されている芸能団体の披露
もあります。お誘い合せてご参加ください。
日　　時　３月24日（火）14：00 ～ 16：00
会　　場　分庁舎　多目的ホール
内　　容　平成26年度活動報告
　　　　　皆勤賞者の表彰
　　　　　芸能披露
※ 送迎バスの申込期限は３月13日（金）です。

下記まで申し込んでください。
問合せ先　社会教育課　 　52-1161

第11回認知症をささえるまちづくりフォーラム

催しもの

募　集

図書館赤碕分館古本市

図書館赤碕分館折り紙教室

学びいきいき! 寿大学一般教養コース

もっと知ってください！自閉症・発達障がい

第25回因伯シルバー大会　出場者募集
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　４・５・６月に利用されるチームの代表者の方
は必ず出席してください。
　なお、３月の調整会から、３カ月分の調整を行
います。
東伯中学校区
と　　き　３月18日（水）18：00 ～
と こ ろ　総合体育館（田越）
対象施設　  総合体育館、東伯勤労者体育センター

東伯中学校体育館、東伯中グラウンド
　　　　　 八橋・浦安・聖郷・旧古布庄小学校体

育館
赤碕中学校区
と　　き　３月19日（木）18：00 ～
と こ ろ　農業者トレーニングセンター（赤碕）
対象施設　    農業者トレーニングセンター、赤碕勤
　　　　　労者体育センター、赤碕中学校体育館
　　　　　 赤碕・船上・旧安田・旧以西小学校体

育館
問合せ先
　総合体育館　 　52-2047、 　52-2037
　農業者トレーニングセンター　 ・ 　55-2707

　

　土地測量・分筆・地目変更、建物新築・増築・
取壊の登記など、土地・建物の表示に関する登記
について、土地家屋調査士が無料で相談に応じま
す。
と　　き　３月14日（土）　受付10：00～16：00
と こ ろ　鳥取県立倉吉未来中心
問合せ先　鳥取県土地家屋調査士会事務局
　　　　　 　0857-22-7038

●募集の住宅
町営住宅

（１次募集）下伊勢第２団地１戸
（一般募集）浦安団地1戸、南荒神団地1戸
改良住宅

（一般募集）上野団地１戸
特定公共賃貸住宅　とうはくハイツ7戸
　　　　（単身向け３戸、世帯向け4戸）
その他　コーポラスことうら14戸
●入居の条件
町営住宅
　月額所得158,000円以下(改良住宅は114,000円）
　同居親族があること。
　住宅に困窮していること。
特定公共賃貸住宅
　月額所得158,000円以上487,000円以下。
コーポラス　住宅に困窮していること。
共通　市区町村税等に滞納がないこと。
　　　暴力団員でないこと。
●家賃（月額）
下伊勢第２団地　15,600円～ 23,200円
浦安団地　　　　19,700円～ 29,400円
南荒神団地　　　21,000円～ 31,300円
上野団地　　　　8,500円
とうはくハイツ　世帯向け　58,000円
　　　　　　　　単身向け　30,000円
コーポラス　　　1 ～３階：30,000円
　　　　　　　　４階：27,000円
　　　　　　　　５階：24,000円

募集期間　３月２日（月）～９日（月）
公開抽選日　３月25日（水）
入居予定日　４月１日（水）予定
　　　　　　※入居手続き完了後
問合せ・申込先　建設課　 　55-7805

受付期間　３月１日（日）～５月１日（金）　　
応募資格　一般候補生　　
　　　　　　大卒程度試験　20歳以上26歳未満
　　　　　　院卒者試験　20歳以上28歳未満
　　　　　　歯科候補生（専門の大卒）
　　　　　　　20歳以上30歳未満
　　　　　　薬剤科候補生（専門の大卒）
　　　　　　　20歳以上28歳未満
試験期間　１次　５月16日（土）・17日（日）
　　　　　２次　６月16日（火）～19日（金）
問合せ先　自衛隊倉吉地域事務所　 　26-2900

町営住宅等の入居者を募集お知らせ

有料広告
自衛隊幹部候補生（一般、歯科・薬剤科）を募集

体育施設夜間利用調整会

土地境界に関する無料相談会
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●行政相談
内　　容　 役所の仕事やサービス、各種制度の手続

きに関する困りごとやご意見、ご要望
【社会福祉センター】
と　　き　３月18日（水）９：00 ～ 11：30

【老人福祉センター】
と　　き　３月26日（木）13：30 ～ 16：00　
問合せ先　総務課　 　52-2111
●夜間納税相談（あらかじめご連絡ください）
内　　容　納税に関すること
と　　き　開庁日の夜間　おおむね19：30まで
と こ ろ　役場本庁舎
問合せ先　税務課　 　52-1712
●人権相談
内　　容　人権問題全般

【成美地区公民館】
と　　き　３月13日（金）９：00 ～ 11：30

【上郷地区公民館】
と　　き　３月27日（金）９：00 ～ 11：30
問合せ先　町民生活課　 　52-1704
●健康相談
内　　容　身体の健康問題全般
と　　き　３月19日（木）９：30 ～ 10：30
と こ ろ　保健センター
問合せ先　健康対策課　 　52-1705
●農家相談
内　　容　農地・農業問題全般
と　　き　３月３日（火）９：00 ～ 12：00
と こ ろ　役場分庁３階　農業委員会事務局
問合せ先　農業委員会事務局　 　55-7809
●中部消費生活センター定期巡回相談
内　　容　消費トラブルなど消費生活全般
と　　き　３月12日（木）、26日（木）
　　　　　８：30 ～ 17：00
と こ ろ　役場本庁舎　相談室
問合せ先　町民生活課　 　52-1703
●多重債務・法律相談会
内　　容　クレジット、消費者金融、ヤミ金融、
　　　　　各種ローンの相談
と　　き　３月13日（金）13：30 ～ 16：00
と こ ろ　倉吉未来中心２階　セミナールーム
予　　約　電話予約（先着順、定員で受付終了）
問合せ先　中部消費生活センター　 　22-3000

３月の無料相談
ふるさと未来夢寄附金へのお礼
（平成27年１月１日～１月31日受付分）

■平成26年度の寄附の状況（１月31日現在）

寄附金の額　　　　 　　178,570,811円
ご寄附いただいた方　　　　　11,338人

　ご寄附いただいた皆さん（敬称略）
　【宮城県】　　今野　重隆
　【千葉県】　　田代　美穂
　【東京都】　　大河内真生・松本　有平
　　　　　　　　蓑田　孝男・田村　知裕
　　　　　　　　阿南　英典・高井　克浩
　【神奈川県】　玉置　陽平・田原　経一
　　　　　　 　河底　英男
　【長野県】　　丸山　理奈
　【静岡県】　　市野　泰
　【三重県】　　小川硬一郎
　【大阪府】　　福井　敏光
　【奈良県】　　赤嶺　勝一
　【島根県】　　本間　梅吉
　【広島県】　　高橋　希実
　【福岡県】　　小野　誠

　ふるさと納税は税金控除対象です。確定申
告により税金の軽減が図られます。
　寄附金は積み立てた後、町事業に活用させ
ていただきます。
　町外在住のご親戚・お知り合いの方に、こ
の制度をぜひご紹介ください。
　問合せ先　総務課　 　52-2111

打楽器ワークショップ
（ドラムと遊ぼう）

　打てば楽しい打楽器でリズム遊びをスマイル
ギャラリー(ロビー)で開催します。親子で楽しむリ
ズムの世界を体感してください。
■３月８日（日）15：30開演
■入場料：無料（親子で先着25組。整理券必要）

山田玲トリオ早春ライブ
　ふるさと鳥取が誇る若き天才ドラマーの登場に、
熱い期待が寄せられています。今回のトリオは、すべ
て20代のフレッシュトリオですが、日本を代表する
名奏者との共演を重ね、息のあったインタープレイ
を展開します。
■３月８日（日）18：30開演（開場18:00）
■入場料：一　般2,000円
　　　　　学　生  500円（高校生以上）
　　　　　※中学生以下無料

３月　カウベルホールの催しもの
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●心の健康相談
内　　容　心の不調の相談に精神科医が対応
と　　き　３月12日（木）15：00 ～ 16：30
予　　約　電話予約のうえ事前面接を実施
問合せ先　鳥取県中部総合事務所福祉保健局
　　　　　 　23-3147
●女性法律相談
内　　容　 法律上の助言を希望する女性相談者に

弁護士が対応
と　　き　３月18日（水）10：00 ～ 12：00
と こ ろ　鳥取県中部総合事務所福祉保健局
予　　約　電話予約のうえ事前面接
問合せ先　鳥取県中部総合事務所福祉保健局
　　　　　 　23-3152
●教育相談会
内　　容　教育に関する相談
と　　き　３月９日（月）14：00 ～ 17：00
　　　　　３月19日（木）13：00 ～ 16：00
と こ ろ　中部総合事務所
予　　約　前々日の正午までに電話予約
問合せ先　鳥取県教育センター教育相談課
　　　　　 　0857-28-2322
●行政書士相談（当日受付、先着順）
内　　容　相続、遺言、契約書の作成など
と　　き　３月20日（金）16：00 ～ 19：00
と こ ろ　琴浦町図書館本館　対面朗読室
問合せ先　琴浦町図書館　 　52-1115
　　　　　鳥取県行政書士会　
　　　　　　　　　　　　　 　0857-24-2744

社会福祉協議会の無料相談

予約・問合せ先　琴浦町社会福祉協議会
　　　　　　　　 　52-3600
●心配ごと相談
内　　容　日常生活での困りごとなど

【社会福祉センター】第１、３水曜日（祝日除く）
と　　き　３月４日、18日　９：00 ～ 11：00

【老人福祉センター】第２、第４木曜日（祝日除く）
と　　き　３月12日、26日　13：30 ～ 15：30
●弁護士による法律相談
内　　容　法律全般
と　　き　３月25日（水）13：30 ～ 15：30
と こ ろ　社会福祉センター
予　　約　電話予約（先着順、定員で受付終了）
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ヨーグルトクレープ

① ボウルに卵を割り入れ、
泡立て器でよく混ぜる。
さらにヨーグルトをいれ
てよく混ぜる。ホットケ
ーキミックスを入れてダ
マがないように混ぜる。

② フライパンを熱してバタ
ーを少し溶かす。①の種
を玉じゃくし1 杯程度流
し、お玉の底で薄くのば
す（フライパンの大きさ

により種の量を加減す
る。火力は弱めの中火）。

③ 種の縁が 乾き、表面が
固まってきたら裏返す。
きれいに焼けたら皿に取
って冷ます。

④ 生クリームに砂糖を加え
て泡立てる（泡立て過ぎ
ないように）

⑤ 冷めたクレープを皿に盛り、
生クリーム、イチゴを飾る。

ホットケーキミックス
　………………2カップ

プレーンヨーグルト　
　…………………400cc

卵……………………2個
バター………大さじ1/2

生クリーム…1/2カップ
砂糖……………大さじ 1

イチゴ
（または季節の果物）　
　……………………適宜

作　り　方

農漁ジキ伝レシピ
ポイント

健康のために、乳製品を多く取りたいものです。
スイーツで美味しく簡単に取りましょう。

材料（8～10枚分）

３月は、卒業のシーズンですね。
そこで今回は〝卒業おめでとう〟を手話でやってみましょう。
また、卒業が過ぎるとすぐに入学のシーズンもやってきます。 
〝入学おめでとう〟も一緒にやってみましょう。

かんたんな手話vol.10シリーズ

―今月の職員―
以西保育園　金田明香里

３歳児、うさぎ組を担当しています

卒業・入学おめでとう

手話は、　　　　「手で表すことばで、目で見ることば」です顔の表情も付け加えながらやってみましょう

入　学

両手の人差し指で、自分から見
て「入」の形を作り、前に倒す。

両手を並べて手のひらを顔に向
け、２回軽く下げる。

卒　業

賞状をもらうように頭を下げなが
ら、両手のこぶしを少し上げる。

おめでとう
すぼめた両手をパッと開きなが
ら上げる。

➡

➡

➡
⬅


